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１年 第１回進路ガイダンス開催

〈５年後、１０年後のキャリアを考える＝自
分の生き方、在り方を考える〉

9月２９日（月）、１学年生徒全員が進路ガイダンスを
受講しました。全体会では「１年生の時期から自分の将
来について考え、５年後、１０年後の生き方、在り方を
考えよう。」というお話をいただきました。また、１年
生の今の時期になすべきことや目標設定の仕方などにつ
いても、あわせてお話いただきました。その後の分科会
では「就職」「公務員」「専門学校」「看護」「短大」「四
大進学」の分野に分かれて、それぞれが目標とする進路
にあわせた説明を受け、進路への思いを新たにしました。

薬物乱用防止講演会 ～STOP the 薬物！～

１０／１７（金）日本薬物対策協会、大阪支部長の千
地雅行（ちじまさゆき）さんを講師にお招きし、薬物乱
用防止について講演いただきました。「薬物乱用の知識」
「薬物乱用が社会にもたらす影響」「断り方とその後の
対応」「薬物乱用がもたらす影響」「悩んだときは、まず
相談」等について、分かりやすい内容でお話をしていた
だきました。薬物乱用のワナにはまらないためにも、自
覚的な生活を送ることが求められます。

人権ＬＨＲ・映画鑑賞
～みんなが認め合い、つながりあえる世界～

1０／2３（木）人権ＬＨＲの取組として、2005年に公
開された映画『マラソン』を鑑賞しました。映画は自閉
症の主人公が走ることに喜びを感じ、マラソンで３時間
以内を目指し、母親やコーチの支えのもと、紆余曲折し
ながらも完走を目指すストーリーです。主人公の踏ん張
りと周囲の人たちのあたたかいまなざしに、深い感動を
覚えたことが生徒の感想文にも表れていました。

アニメ・まんがの仕事 看護系の仕事

今月のスナップショット

校舎内を巡回していたら、こ
んな光景に出会いました。「歯
みがきを励行（れいこう）する
ことが、楽器を大切にすること
につながります。」という説明
を吹奏楽部顧問の先生からいた
だきました。

きいちゃんダンス受講！！
～夢のバトン繋（つな）いで未来へ～

１０／２２（水）、３時間目に「スポーツ実践」選択
生徒１３名が紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会
で使用される「きいちゃんダンス」の指導を受けました。
県民のみなさんの健康・体力づくりの推進や、両大会の
開催周知及び気運醸成を図るため、イメージソング「明
日へと」Dance Ver.（作詞・作曲/ウインズ平阪）に合わ
せて踊るダンスです。県から派遣された講師の指導の下、
みんな汗ビショになりながら笑顔でダンスを楽しみまし
た。

―１１月の主な行事予定―
〈きのくに学び月間〉

１(土)＝1年進学模試・看護模試
４(火)＝交通指導
６(木)＝情報モラル講演会
７(金)＝身だしなみ指導
８(土)＝3年進学模試
９(日)＝英語検定２次

１４(金)＝文化祭1日目
１５(土)＝文化祭２日目
１６(日)＝3年進学模試
１７(月)＝代休
２０(木)＝1.2年コース･選択科目説明会
２１(金)＝芸術鑑賞
２２(土)＝3年進学模試
２３(日)＝全商ビジネス文書実務検定
２６(木)＝期末考査発表
２８(金)＝1.2年コース･選択科目本登録
２９(土)＝3年進学模試

短歌紹介コーナー
①ミルクにしずむミルクの膜はさらさらと砂糖の粒を巻き込みながら

②ぼくたちは勝手に育ったさ 制服にセメントの粉すりつけながら

③風のつよかった一日スプーンが音符のように置かれるゆうべ

（作者：加藤治郎）

※今回は短歌を三首紹介します。作者の加藤さんは、現代短歌の改革

者として意欲的な試みに取り組み、ニューウェーブ（新しい波）の旗

手と称せられています。

衛生管理も大切〈吹奏楽部・部室前〉
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串本校舎資料館の紹介

今月は串本校舎資料館のスナップショットを紹介しま
す。地域の皆さんの協力を得て、様々な資料を展示して
います。歴史を開いた串本の先達の方々の貴重な資料を
ご覧ください。

資料館入口 白蝶貝

蓄音機･正調串本節のレコード

串本実業学校の「くじら門」 写真に見る時の流れ

南極の石 省エネ型マグロ漁船の模型

細工がほどこされた卵 ノコギリザメの歯が見えます

串本商業当時の手すりと校長室扉

麻薬・覚醒剤乱用防止運動

１０／２１（火）朝７：４５から串本校舎正門前で女子バ
レー部、生徒会執行部、教職員が参加し、麻薬・覚醒剤乱用
防止運動の啓発活動を行い、通学生に啓発グッズを配布しま
した。この活動は、麻薬、覚醒剤、危険ドラッグ等の薬物乱
用を防止し、これに関連する犯罪のない明るい社会づくりを
目指すことを目的としたものです。当日は、串本警察、串本
青少年センター、県薬物乱用防止指導員、育友会をはじめ多
くの方の参加がありました。


